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被害認定調査のための研修用教材「RC 造共同住宅被災模型」の開発 
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1. はじめに 

自治体の災害対応業務の一つに，住家の被災程度を公

的に証明する罹災証明書を発行するための「被害認定調

査」がある．平時から調査員の育成と確保といった準備

を行うことを目的に行う研修用の教材として，筆者ら 1)は

これまでに「木造住宅被災模型」の開発を行った．本研

究では，研修用教材として新たに開発した「RC 造共同住

宅被災模型」を紹介する． 

 

2. 開発の背景と目的 

阪神・淡路大震災以降，被害認定調査における混乱を

教訓とし，国や自治体では研修制度を設けて調査員の育

成を行っている．こうした研修において，講義や演習だ

けではなく実際の被災住宅を使用した実地訓練を行うこ

とができれば調査員の判定スキルを向上させる上で効果

的であるが，平時の研修で被災住宅を使用することは難

しい．本研究では，建物被害を初めて見る職員の理解度

を深め実地訓練と同等の高い研修効果を得ることを目的

として，内閣府指針 2)に基づく判定手法に沿った訓練が実

施可能な模型を開発した． 

 

3. RC 造共同住宅被災模型の設計要件 

自治体職員を対象とした訓練で使用することを前提に，

次の 3 つの設計要件を設定して模型を製作した．なお，

内閣府指針では地震による被害調査として，第 1 次調査

（外観目視調査）と第 2 次調査（外観目視調査及び内部

立入調査）があるが，ここでは外観目視調査の訓練を実

施することを目的としている． 

1) 共同住宅の各部位に多様な地震被害が発生している． 

2) 内閣府指針に沿った被災程度は半壊とする． 

3) 模型は，基礎のひび割れなど被害程度を目視で確認

でき，かつ持ち運びが可能な縮尺とする． 

上記の要件に従い，3 階建の耐力壁付きラーメン構造で

縮尺比は 20 分の 1 の模型を開発した．模型は過去の地震

災害における RC 造共同住宅の被害などを参考に，柱のせ

ん断ひび割れや曲げひび割れ，雑壁のひび割れや剥落，

貯水槽の設備の被害や窓ガラスの割れなどを再現した．

模型の主な仕様を表 1 に，外観を図 1 に示す． 

表 1 RC 造共同住宅被災模型の主な仕様 
【建物諸元】 

竣工年 1975 年頃 

構造種別 鉄筋コンクリート造 

架構形式 耐力壁付きラーメン構造 

階数 地上 3 階 

用途 共同住宅 

【模型諸元】 

縮尺 1/20 

大きさ 

(横×奥行×高さ)

建物本体（貯水槽含まず） 

690mm×490mm×520mm 

展示用クリアケース収納時 

860mm×610mm×830mm 

 

図 1 RC 造共同住宅被災模型 写真 

 

4. 被害認定基準に基づく被災程度の再現 

開発した模型の立面図を図 2 に示す．図中の□囲いの

記号は，内閣府指針における柱や雑壁の損傷程度を表し

ている．各部位の損傷程度を見極める訓練を実施できる

よう，様々な損傷状況を再現した．南面は開口部が多く，

地震発生時に大きな損傷が発生しやすいと仮定し，他の

面と比較し柱や雑壁の損傷程度を大きくしている． 

開発した模型の損害割合を内閣府指針に従って算定し

た結果を表 2 に示す．外観から柱を確認できるものとし

たため，内閣府指針に基づいて柱，雑壁・仕上等，設備

等の各部位の損害割合を算出している． 

建物北面 建物南面 

壁の損傷（損傷度Ⅴ） 柱のせん断ひび割れ(損傷度Ⅳ) 受水槽の損傷
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5. 模型の活用事例 

2013 年 11 月 23 日に実施された「東京都・あきる野

市合同総合防災訓練」において，訓練参加住民に被害認

定調査を体験してもらい調査への理解を深めてもらうた

めに開発した模型を活用した．その様子を図 3 に示す．

訓練参加住民からは，ひび割れが精緻に表現されている

ため損傷程度の違いを判別できた，調査時に建物のどこ

を見るのか良くわかった，等の感想を頂いている． 

 

表 2 被災度の判定 
部位 

【構成比】
損傷程度 損傷率(%) 部位別損害割合 

柱 

(又は梁)

【60%】 

   損傷本数割合×損傷程度(%) 

(0+2.5+6.25+18.75+9.37

5+0)×0.6 

 

=22.125 

≒22% 

無 0% 0/8×0     = 0 

Ⅰ 10% 2/8×10    = 2.5 

Ⅱ 25% 2/8×25    = 6.25 

Ⅲ 50% 3/8×50    =18.75 

Ⅳ 75% 1/8×75    = 9.375 

Ⅴ 100% 0/8×100   = 0 

雑壁・ 

仕上等 

【25%】 

   損傷面積割合×損傷程度(%) 

(0+0.2+1.0+0+6.75+4)×

0.25 

 

=2.9875 

≒3% 

無 0% 0.81×0    =0 

Ⅰ 10% 0.02×10   =0.2 

Ⅱ 25% 0.04×25   =1.0 

Ⅲ 50% 0  ×50   =0 

Ⅳ 75% 0.09×75   =6.75 

Ⅴ 100% 0.04×100  =4 

設備等 

【15%】 
    

受水槽の損害割合を

1%と仮定 

 

=1% 

住家の 

損害割合
上記 3 部位の合計 26% 

被害認定

結果 

20%未満         半壊に至らない 

半壊 
20%以上 40%未満   半壊 

40%以上 50%未満   大規模半壊 

50%以上        全壊 

図 3 RC 造共同住宅被災模型の活用事例 

 

6. まとめ 

被害認定調査のトレーニングを効果的に実施するため

に「RC 造共同住宅被災模型」を開発し，被害認定調査

手法を説明するために活用した事例を紹介した．今後は

自治体職員を対象とした訓練にこの模型を活用し，判定

精度や訓練効果の測定を行う予定である． 
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図 2 RC 造共同住宅被災模型 立面図 
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